




フジタ全国連合藤興会は日本全国 11 地区の

約 1,200 社が加盟しており、フジタの協力会社

組織としてフジタと藤興会会員各社の発展のため

に日々活動をしております。各地区藤興会は、そ

れぞれの地域でフジタの重要なパートナーとして

日々の安全推進活動をはじめ品質、環境、生産性

向上などさまざまなテーマで活動を展開しており

ます。また、将来の藤興会を担う各地区二世会の

活動も大変活発で、各種藤興会行事への参画や二

世会独自の研修事業などを通して研鑽を積みなが

ら全国各地区で活躍しています。

本年は、アメリカの動向に加え、イスラエルに

よる攻撃の影響もあり、中東情勢の先行きが見通

せない状況にあります。加えて、依然として続く

ロシアのウクライナ侵攻や台湾問題などにより、

世界の安全保障は極めて不透明化しております。

その軍事的、政治的な影響を受け、原油高による

資材の高騰や不足、レアアースの輸出規制などが、

世界経済ならびに日本の経済にも深刻な影響を及

ぼしています。今後も物価の急激な変動、海外か

ら調達している資機材の不足など、我々の経営に

直結する変化が突如起こり得る緊迫した状況が続

くものと思われます。そのような状況下だからこ

そ、我々藤興会 1,200 社のネットワークを活かし

て最新の情報を集め、それをフジタと共有するこ

とで影響を最小限に抑えるとともに、全員で知恵

を絞り資材の高騰や不足を克服して、この全世界

的なピンチをもチャンスに変えていけるようなた

くましい姿勢で臨むことが重要であると考えてい

ます。

一方、我が国の将来的な建設市況を見ると、10

年後の建設投資額は現在に比べて増加すると予想

されており、現在でも顕在化している建設労働者

の不足が業界にとってさらに深刻な課題となるこ

とは明白です。この状況に対応するためにも、フ

ジタと藤興会とが一丸となって BIMをはじめとす

るDXの推進により、あらゆる業務・作業の生産

性向上を図り、受注体制をしっかりと維持してい

くことも重要な課題であると認識しております。

また、本年度より超大型物件が本格的にスター

トいたします。超大型物件については、フジタと

藤興会によるフロントローディングをより一層強

化し、無理や無駄のない計画のもとで、スムーズ

な工事進捗を目指すことが重要です。あわせて、

原価の低減と限られた労務力の最適化を図り、大

きな利益を得られるよう力を尽くすとともに、地

域の枠を越えて各地区藤興会が連携し、総力を挙

げて施工に当たる体制を整える必要があると考え

ています。

本年度も、我々を取り巻く環境変化は激しく、

かつ取り組むべき多くの課題もありますが、どの

ような変化が訪れたとしても条件はほかのライバ

ルと同様です。本年度もフジタと藤興会が、お互

いに頼れるパートナーとして力を合わせ、その結

束力と組織力でライバルをリードし、希望あふれ

る明るい未来が確立できるよう、力強く活動して

まいります。
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